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1. 事業概要
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1.1. 事業の目的

川崎市（以下「本市」という。）は令和6年5月改定の「生田緑地ビジョン」において、老朽化し
た生田緑地ばら苑を花と緑の拠点としての再整備、川崎市市民ミュージアムの後継施設となる、
新たなミュージアムの整備を盛り込んでおり、両施設の一体的な整備や管理運営に向けた検討
を進めている。

事業の
経緯・目的

◼ 生田緑地ばら苑は昭和33（1958）年に小田急向ヶ丘遊園地内の施設として生田緑地東地区内に
開苑し、平成14（2002）年に本市が取得以降、春秋に開園してきた。本市は、ばら苑の老朽化等を
背景に、令和６（2024）年５月に改定した「生田緑地ビジョン」の中で、ばら苑を 「花と緑の拠点」
として再整備することを位置づけている。

◼ 新たなミュージアムは、「都市と人間」を基本テーマに、昭和63（1988）年に開館、令和元年東日本
台風により被災し施設の復旧が困難になった川崎市市民ミュージアムを継承する施設を目指している。
本市は、「市民とともに、川崎の「これまで」をたどり、「これから」のあたらしい川崎を彩る」を使命とし、 生田
緑地ばら苑および周辺区域再整備エリア（以下「再整備エリア」という。）を開設地として令和７
（2025）年２月に「新たなミュージアムに関する基本計画」を策定した。

◼ また、本エリアを含む東地区は大半が未供用であり、ばら苑の再整備、新たなミュージアム構想、向ヶ丘
遊園跡地利用計画などの多様な魅力が自然の輪の中で融合し、生田緑地の価値・魅力を向上して
いくことを目指している。

◼ 現在本市は、ばら苑と新たなミュージアムを一体的に整備・運営することで、豊かな自然や文化・芸術に
包まれた、「憩い・賑わい・交流」の創出を図ることを目的とし、その実現に向けて、民間の資金や経営能
力を活用することで、公共サービスの質の向上や財政負担の軽減を図るものとする。
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1.2. 生田緑地の概要

生田緑地は、川崎市にある約180ヘクタールの都市近接型公園で、里山景観と貴重な生物相
を維持している。また、園内には岡本太郎美術館などの文化施設が充実しており、「里山×文
化」の独自の魅力を抱えている。

出典：生田緑地ビジョン（川崎市）

◼ 生田緑地概要
• 生田緑地は、川崎市北西部・多摩丘陵の一角に位置する約180haの総合公園である。小田急線「向ヶ丘遊園」駅か

ら徒歩圏という都市近接性を備えつつ、首都圏では希少な大規模緑地として機能している。1941年に都市計画緑地
第1号として指定されて以来、雑木林・谷戸湿地・湧水が織りなす里山景観を保全し、ゲンジボタルをはじめとする貴重
な生物相を今日まで継承している。

• 園内には岡本太郎美術館、日本民家園、かわさき宙と緑の科学館、藤子・F・不二雄ミュージアムなど多様な文化施設
が集積するほか、ばら苑、展望台、ゴルフ場、散策路が配置され、「里山×文化」という独自の魅力を形成している。

小田急線
向ヶ丘遊園駅

JR南武線・小田急線
登戸駅

JR南武線
宿河原駅

◼ 川崎市における生田緑地の位置 ◼ 生田緑地の位置
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1.3. 生田緑地におけるゾーニング・東地区概要

本市は、生田緑地を利用形態や景観の違いから、「中央地区」、「南地区」、「東地区」の3つの
区域にゾーニングを行っている。本事業における再整備エリアは東地区に位置する。

出典：生田緑地ビジョン（川崎市）

◼ 生田緑地における３つの区域
• 生田緑地には、丘陵地形に沿って雑木林や湿地、公園広場、大規模ゴルフ場、文化施設、未供用地などが点在して

おり、区域ごとに利用形態や景観が大きく異なる。
• 本市は、生田緑地における事業推進にあたって、それぞれの区域の現状に即した計画を立案するために、生田緑地全

体を自然・文化施設が集中する「中央地区」、ゴルフ場を有する「南地区」、ばら苑や藤子・F・不二雄ミュージアムなど
多彩な施設を含む「東地区」の3つの区域へ分割している。本事業における再整備エリア（対象敷地）は、東地区に
位置する。

項目 内容

主な範囲
神奈川県川崎市多摩区東生田1～3丁目、宿河原2
丁目、長尾2・3丁目付近

面積 52.43（ha）

特徴
ばら苑、藤子・F・不二雄ミュージアム、向ヶ丘遊園跡地
などが所在し、現在未供用の区域も多い。
都市に隣接する一方で、崖線部の貴重な樹林が残る。

代表施設
生田緑地ばら苑
藤子・F・不二雄ミュージアム

再整備エリア

◼ 生田緑地東地区の基本情報 ◼ 生田緑地における区割りと再整備エリアの関係
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1.4. 生田緑地内の拠点施設等

生田緑地内には、美術館や民家園など多彩な文化施設が点在し、森や広場といった豊かな自
然も共存している。 これらを組み合わせ、自然環境に配慮しつつ文化観光の視点も取り入れな
がら、首都圏有数の魅力あふれる観光エリア創出を目指す。

出典：Map data＠2025 Google

◼ 再整備エリア周辺の主な文化施設
川崎市藤子・F・不二雄ミュージアム、川崎市立日本民家園、川崎市岡本太郎美術館、かわさき宙と緑の科学館等
◼ 再整備エリア周辺の主な広場・自然
もみじ谷、中央広場、とんもり谷戸森の広場、初山広場、初山中央広場、ばら苑西口広場、つつじ山等

もみじ谷
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1.5. 生田緑地の自然現況等

生田緑地は豊かな自然環境と希少な植物の生息地である一方、近年はナラ枯れの被害も深刻
化しており、適正な植栽管理が求められている状況。

二ヶ領用水

◼ 自然現況
• 生田緑地は、クヌギ、コナラ等の雑木林や谷
戸部の湿地、湧水等の貴重な資源が市民の
方々の継続的な保全活動などにより残されて
おり、多様な在来植物が生息しているほか、ゲ
ンジボタルなど貴重な生き物が生息している。

• 雑木林の中には高木、中低木、低木の樹林
で構成されており、日の当たりにくい林床部にも
様々な植物が生育している。 キンラン

◼ もみじ谷の湧水
• 生田緑地は、雨水が関東ロー

ム層とその下のおし沼砂礫層を
通り抜け、不透水層である飯
室泥岩層にぶつかって、しみだし
ているため、ため池や湿地がみ
られる。（生田緑地の自然観
察案内参照）

• もみじ谷駐車場脇では、湧水
を利用し、ビオトープを作る活
動がされている。

• 再整備エリア周辺の樹種は、スギ、クヌギ、サクラ、トチノキ、シ
ラカシ、ツバキ、クリ等がみられ キンラン等の希少種も見られる
（令和4年実施植生調査）。また、台地部の上の平坦地は、
空地雑草群落（芝生）となっている。

◼ ナラ枯れの状況
• 生田緑地では、カシノナガキクイムシが媒介するナラ菌により、コナラ等
が集団的に枯損する「ナラ枯れ」が平成30年頃から発生し、令和6年
9月時点で累計約2,000本を超える樹木が被害を受けている。

• 再整備エリアである東地区のもみじ谷駐車場周辺にも、ナラ枯れが発
生し、駐車場としての利用ができない状況となっている。

東地区内に作られたビオトープ

◼ 防災・斜面地の状況
• 再整備エリアは樹林に囲まれており野鳥を始め、生態系の保全にとって

も重要な役割を果たしている一方で、植栽木の高密度等でできた死角、
枯れ枝の飛散・枯木による倒木事故など、利用者の安全確保にとって
植栽の適正な管理が必要となっている。

• また、生田緑地は、災害時に一時的な避難や安全確認を行うために
集合する広域避難広場に指定されており、これに対応した安全なアク
セス路の整備、防災公園施設、給排水施設などの通信機能整備を
再整備に合わせ進めていく必要がある。

東地区のエリア

ガイドマップかわさきハザードマップ

• また、生田緑地周辺は、土砂災害
防止法に基づく急傾斜地の崩壊に
関わる土砂災害警戒区域及び土
砂災害特別警戒区域の指定を、
令和３年までに完了しているが、
生田緑地内は、令和4年度以降、
2巡目の基礎調査が実施されてお
り、今後の調査状況に応じた斜面
地対策の検討が必要となる。
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1.6. 再整備エリアの交通アクセス

再整備エリアへは、鉄道・道路網により広域からのアクセスにも優れている一方、最寄りの駅から
約1.8 Km、バス停から約1.0 Kmと距離がある。最寄り駅から本エリアまで歩きながら楽しめる、
ばら苑アクセスロードや二ヶ領用水などの見どころも点在している。

出典：新たなミュージアムに関する基本計画（川崎市）

出発地 曜日 1時間当たり １日当たり

登戸駅
平日 2～5本 27本

土日 3～7本 37本

向ヶ丘遊園駅
平日 1～7本 79本

土日 3～6本 76本

二ヶ領用水

◼ バス停「藤子・F・不二雄ミュージアム」の停車本数

◼ 開設地のアクセス状況
• 羽田空港に隣接し、首都圏の放射・環状方向の鉄

道・道路網により、国内外からのアクセスに優れている立
地優位性が特徴

• 最寄り駅の小田急線向ヶ丘遊園駅から約1.8km
（徒歩約23分）

• JR南武線宿河原駅から約2.0km（徒歩約25分）
• 最寄りのバス停「藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム」からは

約1.0km（徒歩約13分）
• 府中街道から開設地までは約0.8km（道は勾配の大

きな坂道）
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２. 上位計画について
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本事業と直接関連する上位計画

2.1. 上位計画と本事業の関連性

本事業は、「川崎市緑の基本計画」等の本市の上位計画に基づき、生田緑地の将来像を示す
「生田緑地ビジョン」、ばら苑・ミュージアムの各計画が定められている。以下、各種上位計画間の
関係と本事業に関連する上位計画を示す。

川崎市総合計画

川崎市
緑の基本計画

第３期川崎市
文化芸術振興計画

かわさき教育プラン
第３期実施計画

即す

川崎市総合計画・第３期実施計画

生物多様性
かわさき戦略

即す 即す 即す

生田緑地ビジョン

即す

整合 整合 整合

生田緑地ビジョン
アクションプラン

生田緑地ばら苑
管理運営整備方針

新たな博物館、美術館に関する基本的な考え方

新たなミュージアムに関する基本構想・基本計画

新たなミュージアムに
関する管理運営計画

文化財保存活用
地域計画等

連携

即す即す

連携 連携

即す即す 即す

即す

整合

策定済の計画 策定中の計画
凡例

即す

小田急電鉄株式会社が進める向ヶ丘遊園跡地利用計画 など

地域の動向
連携・調整

１

２
4

3

5

川崎市みどりの将来像

川崎市都市計画
マスタープラン
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2.2. ①生田緑地ビジョン(1/2)

令和6年5月に改定された生田緑地ビジョンでは、生物多様性の保全を目指し、「豊かな自然・
文化・人・まちが共に息づき、持続可能な生田緑地」を実現することを基本理念として定めている。

出典：生田緑地ビジョン（川崎市）

◼ 令和6年5月に改定された「生田緑地ビジョン」では、生田緑地の生物多様性の危機に対応するために、その価値を改め
て共有するとともに、自然と人々との営みの関係性の回復が必要であるという背景から、生田緑地の財産である生物多
様性を未来に引き継ぐことを目標として、「豊かな自然・文化・人・まちが共に息づきみどりがつなげる持続可能な生田緑
地の実現」を基本理念（生田緑地のめざす将来像）として掲げている。

◼ また、基本理念の実現のため、緑地の保全を前提とした緑地利用の調整を行うことで保全と利用の間に好循環が起こる
仕組みを作ることをビジョンにおける基本的考え方として定めている。
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2.2. ①生田緑地ビジョン(2/2)

生田緑地ビジョンでは、生田緑地全体を東・中央・南地区の３ゾーンに分け、それぞれの区域に
適した整備方針を考えることで、保全・交流・創造が循環する持続可能な緑地運営の実現を目
指している。

出典：生田緑地ビジョン（川崎市）
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2.3. ②生田緑地ビジョンアクションプラン

出典：（仮称）生田緑地ビジョンアクションプラン（川崎市）

◼ アクションプラン概要
• 生田緑地ビジョンに示した施策の基本方向に基づき、短・中長期の具体的な取組みを定める行動計画を示すもの。
• 生田緑地ビジョンにおいて定められている、「みどり・生物多様性」、「文化」、「施設」、「人」、「まちづくり」の５つの施策

の基本方向に基づき、「生物多様性を未来に引き継ぐ」など８つの視点を踏まえ、施策の基本方向を整理し、持続可
能な生田緑地を目指し、令和７年5月に策定。令和７年から令和11年までの5箇年を対象とする。

生田緑地ビジョンに基づく、短・中長期の具体的な取組を定めるアクションプランでは、東地区の供
用拡大に向けたばら苑の再整備、新たなミュージアム構想を含む緑地内の多様な文化施設と緑
地との融合等による生田緑地の歴史・文化の融合が盛り込まれている。



15

◼ これまでの経緯と検討内容
• 川崎市市民ミュージアムは、「都市と人間」を基本テーマとした博物館、美術館の複合施設として昭和63（1988）

年に開館。その後管理・運営体制の変遷、令和元年東日本台風による被災を受け、さまざまな課題が顕在化。新た
なミュージアムの必要性とあり方について検討を行い、新たなミュージアムに関する基本構想及び基本計画を策定する
に至る。

◼新たな博物館、美術館に関する基本的な考え方

出典：新たな博物館、美術館に関する基本的な考え方（川崎市）、新たなミュージアムに関する基本構想（川崎市）、新たなミュージアムに関する基本計画（川崎市）

新たな博物館、
美術館の必要性

① 新たな博物館の必要性：令和元年東日本台風による被災の事実をはじめ、多様性に満ちた川崎の歴史と文化を未来に引き
継ぐとともに、知ること、学ぶことが楽しめ、様々な交流が生まれる場を提供する地域の博物館として、市域全体の歴史、成り立
ちや歩みを網羅的に紹介、解説するなどの役割を担うことが必要である。

② 新たな美術館の必要性：本市ゆかりの芸術家やその作品をはじめ、川崎市域の文化芸術を幅広く紹介する役割や、市民の
文化芸術活動の拠点としての役割を担うとともに、創造性や文化的感性を育む学びの機会、および従来のアートという枠組みに
囚われることなく、誰もが優れた文化芸術を体験・体感し、楽しむことができ、多様なつながりを創出できる場を提供するアートの
中心的な施設としての美術館が必要である。

新たな博物館、
美術館の役割及び
その方向性

役割1：川崎市の歴史と文化を未来へつなぐ

【方向性1】都市川崎の歴史と文化の継承

【方向性2】令和元年東日本台風による被災の事実の継承

役割2：文化芸術的な視点からの人材育成と学びの機会の提供

【方向性1】創造力や文化的感性、好奇心の醸成と人材育成

【方向性2】自ら学ぶ機会の創出

役割3：文化芸術を活用したまちづくり

【方向性1】文化芸術活動の活性化やすそ野の拡大

【方向性2】多様なつながりの創出

【方向性3】成熟した地域社会への貢献

昭和63(1988)年

川崎市市民
ミュージアム開館

令和３(2021)年11月

「新たな博物館、美術館に関す
る基本的な考え方」策定

令和５(2023)年５月

「新たなミュージアムに関する
基本構想」策定

令和7(2025)年2月

「新たなミュージアムに関す
る基本計画」策定

令和元年
東日本台風
による被災

修復等
新たな課題の

発生

管理・運営体制等
様々な課題の
顕在化

2.4. ③新たな博物館、美術館に関する基本的な考え方
  新たなミュージアムに関する基本構想・基本計画（1/3）
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◼ 基本構想
① 新たなミュージアムの「使命」

市民とともに、川崎の「これまで」をたどり、「これから」の新しい川崎を彩る

① 過去を紐解き、現在を記録し、未来へつなげるミュージアム
② モノ、ヒト、コトをつなぎ、交流を創出するミュージアム
③ 日常と文化芸術をつなぎ、市民が身近に感じられる開かれたミュージアム
④ 既知と未知をつなぎ、共創を通じてともに成長するミュージアム
⑤ 地域社会の担い手となる人材を育成するミュージアム

②新たなミュージアムの「めざす姿」

新たなミュージアムは、市域の様々な「ヒト」と、
本市の成り立ちである「都市」の成立過程に
焦点を当て、「ともに創るミュージアム」を活動の
念頭に置きます。

新たなミュージアムは、街道や宿場、工業都市
としての発展など川崎の特色ある歴史や多様
な文化を、市制以前を含めた「これまで」として
振り返り、引き継ぐとともに、「これから」の未来
をより豊かに彩るための活動を展開します。

川崎の文化芸術の魅力が詰め込まれたモノ、
ヒト、コトをつなぐことで、川崎のこれからを切り
拓く礎である市民の考える力や協働する力を
育て、よりよいまちづくりに貢献します。

※基本計画策定の際に追加

出典：新たなミュージアムに関する基本構想（川崎市）

③新たなミュージアムの「活動イメージ」

拠点施設

• 来館することで得られる経験や交流

• デジタルではない「リアルなモノ」との出会い

まちなかミュージアム

• 誰もが文化芸術を楽しみ、親しめるよう、市

民や地域とミュージアムの接点を増やす

地域や生活への波及

活動成果の還元

「拠点施設」と「まちなかミュージアム」による活動の循環

2.4. ③新たな博物館、美術館に関する基本的な考え方
  新たなミュージアムに関する基本構想・基本計画（2/3）
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2.4. ③新たな博物館、美術館に関する基本的な考え方
  新たなミュージアムに関する基本構想・基本計画（3/3）

出典：新たなミュージアムに関する基本計画（川崎市）

◼ 基本計画
① 新たなミュージアムが備える機能
（「めざす姿」等に照らして９つの機能を設定）

機能 概要

①収集機能
• 川崎の歴史を語る上で欠かせないモノや、本市ゆかりの作家等

の現代美術作品など、市民に広く伝えるべきモノの選定と収集
を行う

②保管機能
• 収集したモノを次世代につなげられるよう適切な保管を行うとと

もに、デジタル化等を含めた新たな記録手法についても検討し
対応をする

③調査研究
機能

• 収集したモノにまつわる内容や背景を調査研究する

④修復機能
• 被災収蔵品に関する修復活動等を実施するとともに、経過などを

記録し情報発信する

⑤展示機能
• 調査研究したモノを、市民の誰もが身近なものとして親しめるよ

う、歴史や文化、アートの魅力や研究成果を公開・発信する

⑥ラーニング
機能

• 川崎にまつわる歴史や文化、アートを活用し、市民が主体と
なって文化芸術活動に携わり、親しめる、身近な学びの機会と
場を提供する

⑦地域共創
機能

• 多様な主体と連携・協力しながら、ミュージアムの活動を通じて
地域の活力の向上や課題解決を図り、川崎の未来を創出して
いく

⑧人材育成
機能

• 様々な形でミュージアムとつながり、コンテンツをともに発信・活用
する人材を幅広く育てる

⑨交流機能
• 世代や文化を超えた幅広い人々が交流し連携できるアクセシビ

リティを確保し、ミュージアムを通じた多様なつながりを創出する

事業 活動の方向性
（基本計画記載内容を箇条書きに構成）

基盤事業
（収集、保管、
調査研究、修復）

• 市民生活に密接にかかわる資料・作品や、現代の時
代性や社会状況を的確に表現した資料・作品が収
集・保管の軸

• 収蔵品等を適切に保管、これまでの調査研究成果
を継承、「川崎らしさ」に迫る研究

• 被災収蔵品の修復活動を継続、成果の発信、蓄積
した知見・ノウハウの共有・還元

展示事業 • 川崎の過去から現在の変遷を伝える
• 市民とともに未来を考え、市民が楽しみ、親しみ、

様々な交流や学びが生まれる展示
• 拠点施設では常設展示、企画展示、収蔵庫展示を

展開
• まちなかミュージアムではデジタル技術を活用した展示

やレプリカ資料・作品を使った展示なども展開

コミュニケーション事
業

• 主体的な学びの場や様々なコミュニケーションが生ま
れる活動

• 文化芸術が身近で親しみやすいものとなり、ウェル・
ビーイング（well-being）の実現につながる活動

• これまでアプローチが十分ではなかった層に対する活動
を徐々に広げる

② 事業活動の方向性
（新たなミュージアムの事業を３つに整理・分類）
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2.5. ④生田緑地ばら苑管理運営整備方針
⑤新たなミュージアムに関する管理運営計画

◼ 生田緑地ばら苑管理運営整備方針
• 生田緑地ばら苑は、老朽化等の課題を抱え、再整備が必要な状況である。再整備にあたって、本市は、令和6年5

月に改定した生田緑地ビジョンに基づき、具体的な整備や管理運営手法を示す「生田緑地ばら苑管理運営整備方
針」の策定を進めている。

• 令和６年11月及び令和７年７月には、利用者アンケートの結果や専門家から得られた意見、およびそれらを参考に
した検討状況の公表を行った。
⚫ 生田緑地ばら苑管理運営整備方針の検討状況について

（https://www.city.kawasaki.jp/530/page/0000171314.html）

◼ 新たなミュージアムに関する管理運営計画
• 新たなミュージアムは、基本構想・基本計画に基づき、具体の事業活動、事業計画や実施体制を定める「新たな

ミュージアムに関する管理運営計画」の策定を進めている。
• 令和７年６月には、市民を対象として、身近で親しみやすいミュージアムの実現を目指し、ミュージアムでやりたいこと、

そのために必要なことを本市にゆかりのある方々と話し合う場として、ワークショップ「ミュージアム・市民ミーティング」を開
催。
⚫ 新たなミュージアムに関する基本構想（令和５年５月策定）

（https://www.city.kawasaki.jp/250/page/0000165205.html）

⚫ 新たなミュージアムに関する基本計画（令和７年２月策定）
（https://www.city.kawasaki.jp/250/page/0000153656.html）

生田緑地ばら苑管理運営整備方針、新たなミュージアムに関する管理運営計画は両施設の一
体整備を念頭に、市民意見聴取などを実施し、令和８年度夏頃を目途とし、各計画を策定する
予定である。
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３．生田緑地ばら苑の現況
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3.1.生田緑地ばら苑の基本情報・沿革（1/2）

生田緑地ばら苑の基本情報は、以下のとおり。

設置 1958(昭和33)年小田急向ヶ丘遊園地内の施設として開苑

所在地 川崎市多摩区長尾2丁目8番1号ほか

面積
ばら苑及び周辺区域7.4ha
（ばら苑1.2ha、管理ヤード、臨時駐車場0.86ha）

ばらの
品種

800品種3,300株(秋は620品種2,900株)
・四季咲大輪種（HT,ハイブリットティー）
・四季咲中輪種（FL,フロリバンダ）
・つる性種（CI，クライミングローズ）
・四季咲極小輪種(Min,ミニチュア)
・ハマナシやサンショウバラなどの原種のバラ

ばら苑を
構成する
主な施設

植栽 バラ、サクラ、マツ、シラカシ、ツツジ、芝生等

園路・
広場等

中央苑路、中央西苑路、東苑路、西苑路、南苑路、
芝生広場、第２イベント広場、カナール跡通路

建築物
・ローズガーデンハウス160㎡、温室、コンテナトイレ、
管理棟、作業小屋、プレハブ倉庫

工作物
・大パーゴラ、ベンチ
・白亜の彫刻

駐車場
臨時駐車場60台
（未使用：もみじ谷駐車場100台）

管理形態 委託（(公財)川崎市公園緑地協会）

ボランティア 登録人数：約160人 活動日：約12日/月

開苑期間 春・秋の年間合計45日間（2024年は47日間）

入苑料等 無料（駐車場1,000円/台）

入苑者数 2025（令和７）年： 春 59,260人 秋 30,363人
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3.1.生田緑地ばら苑の基本情報・沿革（2/2）

ばら苑を含む向ヶ丘遊園駅周辺は遊園地をはじめとする娯楽施設などにより、まちの活性化や、
生田緑地での憩い、梨・桃狩りなど、様々な時代の流れや人々を受け入れながら発展してきた。

出典：登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区まちづくりビジョン（川崎市）

年 内 容

昭和2年4月 小田急線の開業と同時に向ヶ丘遊園が開園

昭和32年

小田急線開業30周年事業としてばら苑建設を計画
ばら苑整備にむけて準備委員会メンバー
（設計：東京大学農学部園芸学教授 横山光雄
ばらの栽培・育成：福羽発三、岡本勘治郎、小沢和雄など）

昭和33年5月
小田急電鉄株式会社が、「関東一のばら園「小田急向ヶ丘ば
ら苑」」を整備・開苑

 秩父宮妃殿下が来苑

昭和34年 開苑１周年を記念して高松宮妃殿下が来苑

昭和52年
ロイヤルコーナーに「花の女神フローラ像」を設置
フラワーショー15周年記念

平成14年3月 向ヶ丘遊園閉園

平成14年～

市民の声に応える形で市がばら苑を小田急電鉄株式会社から
引き継ぎ、生田緑地ばら苑として、春と秋の年２回開苑(春
533(秋440)品種 春4,700(秋4,400)株)。市民ボランティ
アが除草作業を手伝う。

平成19年～
日本ばら会の指導を受け、ボランティアもバラの栽培管理に参
加

平成30年
日本ばら会に支援を受け、現在の春800(秋620)品種春
3,300(秋2,900)株数を確認

■ばら苑の沿革 小田急向ヶ丘ばら苑開園時
写真提供：小田急電鉄

年 内 容

～昭和27年
「花と緑の遊園地」として向ヶ丘遊園が開園
駅の開業と向ヶ丘遊園の開園に伴い、駅周辺の土地利用転
換が始まる

～昭和63年 向ヶ丘遊園駅から遊園地間のモノレールが開業

～平成30年
向ヶ丘遊園の閉園・モノレールは廃止されたが、藤子・F・不 二
雄ミュージアムや日本民家園等、新たな文化施設等が誕生

■向ヶ丘遊園地周辺のまちの変遷
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春の開花 開苑中の様子

◼ 生田緑地の中のばら苑
• 昭和33年の設計時に意図された、周囲の緑に囲まれた風景

と大パーゴラやクラブハウスなどの人工美を加えた「造苑美のば
ら苑」を継承している。

• 春の開苑時には、パーゴラを彩るつるバラ、各国の要人とゆか
りあるバラを集めたロイヤルコーナーなど800種3,300株(秋は、
620種2,900株)のばらが咲き誇り、各国の要人とゆかりのあ
るばらをきっかけに、大使の視察等の受け入れも行っている。

• また、市街地から40m上がった丘陵地に位置し、周囲を樹
林地に囲われていることから、「天空の秘密の花園」として市
内外から親しまれている。

◼ 市民協働
• ばら苑は、市民の声等に応える形で小田急向ヶ丘ばら苑より

市が引き継いだ経緯があり、現在も約170人の市民ボラン
ティアが維持管理運営を担う※。ボランティアの活動内容は、
バラの育成管理、ばら苑及び周辺の維持管理、開苑期間中
の苑内ガイドなど多岐に渡る。

※（公財）川崎市公園緑地協会による委託業務のもと、協働

◼ 回遊性・地域連携
• ばら苑開苑時は、中央地区と回遊する利用者が増加し、生

田緑地の利用者増につながっている。また、開園時には、地
元の学校等と連携したイベント等（部活動の発表や大学グ
ループの活動など）も実施している。

3.２.生田緑地ばら苑の魅力・ポテンシャル

ばら苑は、豊富なバラコレクションと市民ボランティアの活動に支えられた、地域に根差す観光・文
化資源として市内外から親しまれており、ばら苑としても希少性を発揮。

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

人数 １６８名 １８７名 １６０名

■ばら苑に係る近年のボランティア登録人数推移

【植物分類学】
• 生田緑地ばら苑のバラは関東圏のばら園では珍しく、関西地

方で育成されたバラが保存されており、研究の際に重宝した。
• 古いばら園でも保全していない品種が残っており、病害虫から

守りながら、時には接ぎ木をしながら守ってきた証拠だと思われ
る。

• ばら苑を再整備する際には、貴重な品種は接ぎ木をしながら
保全し継承すると良い。

• 新しい品種だけで整備せず、特色を残す視点も大事。
【育種・植栽プランナー】
• 改植がされなかったことで、「希少な古い品種」が多く残っている。

■ばら苑のポテンシャルに関する有識者へのヒアリング内容
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3.３.生田緑地ばら苑の来苑者数の推移・属性

生田緑地ばら苑の来苑者数は近年減少傾向にあったものの、リピーターに加え、市外・県外から
の新規来苑者の割合も増加しており、コロナ期から堅調に回復しつつある。ただし、来苑者の高齢
化が進行しており、若年層を増やす施策が求められている。

◼ ばら苑の来苑者数の推移
• 年間の来苑者数は、平成26年度の107,634人

をピークとして近年は減少傾向にあるものの、コロナ
期以降、堅調に回復。

• ピーク時の春季は約7.8万人（平成26年度）、
秋季は約3.5万人（令和６年度）の来苑者で
あり、令和７年度はいずれも下回るもののコロナ期
前（平成29年度）を上回る状況。

◼ 来苑者の属性
• 訪問頻度：リピーターが55％を占める。（「毎年来苑

している」：30%、「毎年ではないが複数回来苑したこ
とがある」：25%）

• 居住地：川崎市内からの来苑者が最も多く、全体の
42%を占めており、近隣からの来苑者が主流である。

• 年齢層：50歳以上の来苑者が64%を占め、中高年
層に特に親しまれている。うち、50～69歳が42%、70
歳以上が22%を占める。

令和７年度春の開苑時のアンケート結果（N＝３４３名）
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3.４.生田緑地ばら苑の経営状況（1/2）

ばら苑の維持管理・運営は業務委託（（公財）川崎市公園緑地協会）により管理運営を
行っており、委託料のほか、市民と共にばら苑のバラ育成を図ることを目的とした「ばら苑募金」、お
よび駐車場収入により管理運営を賄っている状況である。

170
138

116

2,721

2,552

961

716

500 一般開放時の業務

バラの育成及び管理

施設内の管理

事務経費

仮設トイレ設置・清掃

消耗品費

ボランティア指導、育成

その他

◼ 生田緑地ばら苑の収支（2024年度）
• 2024年度の委託費は約7,873万円、その他ばら苑募金約410万円、駐車場収入約360万円が管理運営に使用

されている。

2024年度生田緑地ばら苑管理業務委託費内訳（税抜、万円） 2023年度～2025年度生田緑地ばら苑募金（税抜）

●使途
 2024年度使用 4,103,767円
 ・ばら苑一部土壌改良工事
 ・腐葉土・肥料・薬剤等購入
 ・苗木等購入
 ・ばら苑内補修等

2022年度～2025年度駐車場収入（税抜）

●収入
 2022年度 3,327,500円（１台500円/日）

 2023年度 2,926,000円（１台500円/日）

2024年度 5,828,000円（１台1,000円/日）

2025年度 5,066,000円（１台1,000円/日）

●収入
 2023年度残金  418,336円
 2023年度募金 3,714,893円

2024年度募金 5,142,802円
2025年度募金 5,352,925円
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3.４.生田緑地ばら苑の経営状況（2/2）

ばら苑の維持管理・運営業務を受託している（公財）川崎市公園緑地協会は、春・秋のばら
苑一般開放の時期に合わせて、ばらの写真展やコンサート、講習会などの自主事業を実施してい
る。

事業名 開催日 総経費（円） 経費内訳

写真展 5/11~5/28 4,872 通信費

コンサート 5/13, 5/14, 5/20, 5/27, 5/28 111,370 出演者謝金

バラに関する講習会 5/27, 5/28 26,728 講師謝金

◼ 自主事業の実施状況（2023年度）
• 管理運営業務の一環として春・秋の一般開放に合わせて、委託者による写真展やコンサート等様々な自主事業が実施

されている。

① 春一般開放（5/11~5/28）における実施内容

事業名 開催日 総経費（円） 経費内訳

写真展 10/19~11/12 3,192 通信費

コンサート 10/28, 10/29, 11/3, 11/4, 11/5, 11/11 155,918 出演者謝金

バラに関する講習会 11/4, 11/12 26,728 講師謝金

② 秋一般開放（10/19~11/12）における実施内容

項目 春（5/9~5/26） 秋（10/19~11/17）

開催数 18回 16回

ガイド延べ人数（重複込み） 190人 292人

参加者 1,084人 517人

◼ ボランティアによるガイドツアー実施状況（2024年度）
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◼ 生田緑地ばら苑の管理運営体制（2025年度）
• 現在、維持管理・運営業務は（公財）川崎市公園緑地協会への委託により実施。

3.5.生田緑地ばら苑の管理運営体制（1/2）

ばら苑の維持管理・運営は業務委託（（公財）川崎市公園緑地協会）により管理運営を
行っており、委託の中でボランティアの指導・育成を行っている。管理運営体制は以下のとおり。

臨時職員苑長 （6名）

受託事業者
執行体制

業務課長 担当

生田緑地ばら苑
ボランティア会

警備員
（一般開放時のみ）

（約160名）

（約30名）

ボランティア

職員

本市
執行体制

本部

現地

建設緑政局緑政部
みどりの管理課

連携

委託

登録
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3.5. 生田緑地ばら苑の管理運営体制（2/2）

ばら苑では、（公財）日本ばら会によるボランティアへの技術指導や協力、イベントや講習会にお
ける市民への栽培法のレクチャーや相談対応等の協力を受けることで、バラの管理水準の確保お
よびバラ文化の普及と品質向上を図っている。

出典：日本ばら会HP、生田緑地ばら苑HP

◼ ばら苑における日本ばら会の役割
① 技術支援
ばら苑のバラ約800種・数千株に及ぶ育成管理について、栽培の専門知識を提
供。剪定・施肥計画から品種選定まで、ボランティアによるバラの育成管理をバッ
クアップ。
② ボランティアへの指導 
日本ばら会講師が定期的に来苑し、講習会や実地指導を実施。年間を通じて
ボランティアに最新の技術を伝授するとともに、栽培ノウハウを技術マニュアルで提
供することで統一された管理水準を確保。
③ イベントへの協力
公開期間中に開催されるバラ講習会では日本ばら会講師が登壇し、市民に栽
培法をレクチャー。ばら苑コンサート等のイベントでも専門的支援や相談対応で
協力。
④ ボランティアとの連携
単なる指導を行うだけでなく、日本ばら会の講師と市民ボランティアが一体となっ
て作業し、共同でばら苑を維持。随時アドバイスや勉強会を開き、楽しく学び合
うコミュニティを形成。
⑤ 専門家・評価者としての監修・指導
日本ばら会はばら苑の技術顧問・監修者として品質向上に寄与。世界バラ会
連合（WFRS）の国際審査員資格を持つメンバーもおり、その知見でバラ文化
の普及と園の価値向上を担っている。
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区分 数量 課題

ばら苑 12,000 ㎡

植栽地
ばら・サクラ・マ
ツ・シラカシ等

5,000 ㎡ • 順路がなく、秩序のない配植となっている部分が多い

植栽地
オールドローズ
コーナー

1,600 ㎡ • 来苑者に楽しんでもらいやすい動線や配置の検討

園路
園路等 4,890 ㎡ • ブロック舗装が老朽化している

カナール跡 400 ㎡ • 用途が不明

広場 芝生広場 1,330 ㎡
• 複数箇所に分散しており、拠点として使い勝手が悪い、日よ

けがない

便益
施設

飲食施設 － ㎡ • 飲食ができる安定したスペースがない

物販施設 ー ㎡ • 天候に左右されず販売できるスペースがない

トイレ 66 ㎡
• プレハブ式で、各個室が狭い
• 様々な利用者に対応していない

管理棟内トイレ 4 ㎡ • 多目的トイレがあるが管理棟内がバリアフリーではない

管理
施設

管理棟 160 ㎡
• 従事者の休憩スペースが不十分で、設備が老朽化
• 来苑者が進入可能の室が分かりづらく、公共性が低い

体験学習施設 － ㎡
• 現状の管理棟内の講義室の規模が小さく老朽化している
• 講座やワークショップを受けられる場所がない

温室（倉庫） 150 ㎡ • 複数箇所に分散しており、作業性が悪い

管理
施設

資材倉庫・ボラ
ンティア詰所

280 ㎡
• 更衣室が狭い
• 猛暑作業時に必要なシャワーがない

3.6. 生田緑地ばら苑の苑内機能と面積

既存ばら苑の配置及び面積は以下のとおり。既存施設は大部分が処分制限期間を超えて利用
している状況であり、各機能の抱える課題から、新たな施設に求められる条件を検討中である。

温室

トイレ

管理棟

オールドローズコーナー
ボランティアエリア

資材倉庫
ボランティア詰所

バックヤード

芝生
広場

植栽地

芝生
広場

■現況施設の課題■現況施設の配置
• 北側のばら苑、南側の臨時駐車場は周辺よりも低

く、西側のばら苑西口広場は一体の樹林地の中で
高台に位置し、エリア全体が生田緑地の自然に囲
まれた環境、地形となっている。また、地形的に臨
時駐車場南側は日陰になりやすい場所となっている。

• もみじ谷駐車場から階段を上がり森を抜けると、
「秘密の花園」として親しまれている「ばら苑」が広が
り、南側斜面緑地の樹木で形成されるスカイライン
を「稜線」が望める、緑に囲まれた景観となっている。

臨時駐車場
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4．生田緑地ばら苑の再整備について
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4.1. 生田緑地ばら苑再整備のコンセプト

生田緑地ばら苑の再整備にあたり、本市では生田緑地ばら苑管理運営整備方針策定に向けた
検討を実施中である。現時点では、以下の再整備コンセプトを検討している。

出典：管理運営整備方針に向けた検討状況（川崎市）
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4.2. コンセプトの実現にむけた具体的取組検討(1/3)

再整備のコンセプト実現に向け、以下の具体的な取組を検討している。

（１）「サステナブル」なばら苑 ～コレクションの継承、持続的な管理運営、自然環境に配慮～

開園当初より育て、収集し、育ててきたバラ
のコレクションは、本苑の歴史を象徴するもの
として選別した上で、継承するとともに、耐病
性の強いバラを導入する等、維持管理のし
やすいバラ苑に向けた品種の検討を行う。ま
た、バラの生育環境の整備として土壌の置
換もしくは、改良を検討する。

①希少品種となったバラの継承・環
境にあったバラの新植

◼ コレクションの整理
• 歴史を象徴する貴重なバラの継承を検

討する。
• 耐病性の高い強健な新品種を導入を

検討する。
◼ 土壌の置換・改良
• 既存土壌への堆肥等の混合や新たな

基盤層の施工等、良好な生育のための
植生基盤層の施工を検討する。

通年開放に向けた環境整備（期間
に制限されない通路の整備、管理
ヤードの確保）、利用料金制の導入
（入苑料の設定）を検討する。

②持続的に魅力的なサービスを提供
できる仕組みの導入を検討

◼  独立採算を目指した取組み
• 入苑料を設定することで新品種の導入

やイベント実施に必要な経費を賄い、
常に魅力的な施設として持続的に運営
できる形を検討する。

◼  管理施設（バックヤード・倉庫等）の整
理
• 植替え用の植栽や土等の資材を保管

可能な管理施設を検討する。

持続可能なばら苑として、グリーンイン
フラとしての整備や環境に配慮した資
材等の導入を検討する。

③自然環境に配慮したばら苑

◼ 脱炭素社会を受けた取組み
• 環境に配慮した資材の活用や管理運

営手法を検討する。
◼ グリーンインフラとしての取組み
• 植栽基盤の改良と共に、レインガーデン

を整備するなどグリーンインフラとしての整
備を検討する。

• バラの剪定枝や周囲の雑木林の落ち葉
を活用して腐葉土とし、肥料として活用
することを検討する。

◼ 減農薬を目指す取組み
• 耐病性が強い新品種を導入し、減農

薬による維持管理の推進を検討する。
（左）‘マダム・メラニー・スペール’ HT、1905年 フランス
（右）‘カイザリン・アウグステ・ビクトリア’ HT、1891年、ドイツ

苑内の貴重なバラ
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4.2. コンセプトの実現にむけた具体的取組検討(2/3)

（２） 「歴史・文化」拠点となるばら苑
  ～これまでの歴史を継承するとともに、庭園文化の拠点として再整備～

「東洋一のバラ園」としてバラの文化を先導してきた向ヶ丘遊園ば
ら苑の歴史を踏まえ、今後100年もバラの文化を先導し、来苑
者の心を魅了するばら苑を目指す。
なお、植物園的な現ばら苑のスタイルの継承に拘らず、多様な整
備事例（テーマパーク的なばら苑、イングリッシュガーデン、回遊
式庭園）を参考に有識者・民間事業者等の意見を踏まえなが
ら、整備内容を検討する。

①いつも新しい感動を提供するばら文化拠点

◼ バラを活かした庭園
• 常に新たな感動を与えるような、バラを活かした庭園の実現を検討する。
• ガーデンデザイナーやガーデナーから、専門家のスキルや知識を取り入れ

られる管理体制を検討する。
◼ バラ園のテーマや季節に合わせたコンテンツの提供
• 季節に合わせた飾りつけ・イベント等の実施で年間通して楽しめる場とす

る。
• 飲食施設などで庭園のコンセプトに合わせたメニュー・グッズや季節限定

メニューの提供などを充実させ、何度も訪れたくなる仕掛けを検討する。

庭園内をゾーニングし、エリアごとに四季折々に独自の
魅力を発信することで、多様性に富んだ庭園空間の
創出を目指す。

②多様な庭園空間を有する庭園文化の拠点

◼ 多様性に富んだ庭園空間の創出
• バラの各品種に合わせた植栽や多様な植物との組み合わ

せ、新鮮な配置レイアウトや見せ方などを検討する。

浜名湖ガーデンパーク はままつフラワーパーク

新鮮な配植デザイン 構造物とのコンビネーション

（出典：公式HP）

• 多様な植物との混植（はままつフラワーパーク）
• 完成度を高める管理（浜名湖ガーデンパーク）
• 見て楽しめる提供手法（いばらきフラワーパーク）
• 季節に合わせた飾りつけ（横浜イングリッシュガーデン）

整備事例

整備事例
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4.2. コンセプトの実現にむけた具体的取組検討(3/3)

（３）「魅力あるばら苑」 ～誰もが親しみ、関わりたくなるような庭園を整備～

次世代電動車椅子‘WHILL’

ローズウエディング
ハロウィン・
ディスプレイ

横浜イングリッシュガーデン国営越後丘陵公園橘公園

飲食機能
事
例

事
例

大パーゴラやレストハウスなどの人工美を
加えた「造苑美のばら苑」として親しまれ
てきたが、整備後66年以上が経過し、
レストハウスや園路、修景施設が老朽
化しており、トイレも仮設トイレとなってい
ることから、ユニバーサルデザインに配慮し
た施設として再整備を検討する。

①施設の更新・充実

◼ 休憩施設や便益施設の更新
• 利用者ニーズに合わせた休憩・便益施

設を兼ねた飲食機能を検討する。
• 子連れや障害のある方も利用しやすい

トイレの設置を検討する。
◼ ユニバーサルデザインに配慮した施設整備
• 移動円滑化のための施設整備や、モビ

リティの導入を検討する。
• 車椅子やベビーカーでも円滑に移動で

きる回遊路の整備を検討する。

ドライフラワーづくり、香水づくり等のワーク
ショップ、ばらの育て方等講習会等の体
験型コンテンツの充実とともに、季節に合
わせたイベントの実施（バラにとらわれな
い花の開花に合わせた開園テーマの設定、
ハロウィンやクリスマスに合わせた装飾、
フォトスポットの設置等）による魅力づくり
を検討する。

②魅力あるコンテンツの充実

◼ 季節に合わせたイベントや非日常を感
じられるイベントの企画・実施
• 体験型ワークショップや来園者参加

型イベントや季節感を感じるディスプ
レイなどの実施を検討する。

ばら苑の魅力向上に向け、ボランティア
育成にかかわる取組の強化やボランティ
アが主体的に活動するエリアの継承を検
討する。

③協働の取組の強化・拡充

◼ ボランティア活動サポートのための環境整備
• 倉庫や更衣室の更新や、ボランティア同士

の交流スペースなど、より快適に活動でき
るような施設整備を検討する。

◼ ボランティアの育成に係る仕組みづくり
• ガーデナーやガーデンデザイナーによる講習

等を充実させ、スキルアップや知識向上で
きる仕組みをつくるための検討をする。

（出典：公式HP）（出典：公式HP）（出典：公式HP）
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5．川崎市市民ミュージアムの現況
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5.1. 川崎市市民ミュージアムの基本情報・沿革（1/2）

川崎市市民ミュージアムの基本情報・沿革は、以下のとおり。

出典：川崎市市民ミュージアム指定管理者の評価（川崎市）
川崎市市民ミュージアム年報（川崎市）

項目 被災前（～2019年） 被災後（2020年～現在）

所在地 神奈川県川崎市中原区等々力1-2（等々力緑地内） 神奈川県川崎市麻生区上麻生6-15-2（仮設施設）

種別 博物館・美術館の複合施設 -

開館日 1988（昭和63）年11月 -

管理
形態

• 市直営（～2016（平成28）年度）
⇒アクティオ・東急コミュニティー共同事業体による指定管理（2017
（平成29）年度～）

• アクティオ・東急コミュニティー共同事業体による指定管理（～2021（令和
３）年度）

⇒市直営（アクティオ株式会社へ業務委託（2023（令和5）年度～））

活動
内容

• 博物館部門と美術館部門からなる複合施設として、「都市と人間」
を基本テーマに、多様な展示・上映・教育プログラムを展開

• 台風により被災した約24万点の収蔵品の救出、応急処置、修復、デジタル化
• 市内他施設やオンラインを活用した活動や、普及・広報活動（ウェブサイト、

SNSでの情報発信）

◼ 川崎市市民ミュージアムの基本情報

年 内 容

昭和63年11月 川崎市市民ミュージアム開館

平成30年 開館30周年を迎える

令和元年10月 令和元年東日本台風により甚大な被害を受け、休館

令和３年11月
「新たな博物館、美術館に関する基本的な考え方」を策定。現
施設・現地で再開しないことを決定

令和５年５月
「新たなミュージアムに関する基本構想」を策定。開設候補地を
多摩区の生田緑地ばら苑隣接区域に決定

10月
川崎市麻生区の仮設施設に事務所機能・レスキュー機能を移
転

令和７年２月
「新しいミュージアムに関する基本計画」を策定。開設地を生田
緑地ばら苑及び周辺区域再整備エリアに決定

■川崎市市民ミュージアムの沿革

分野
収蔵品総数
（寄託品数）

分野
収蔵品総数数
（寄託品数）

歴史 42,377（2,681） 民俗 13,981（30）

考古 72,072（19） 美術文芸 18,124（13）

グラフィック 11,037（0） 写真 33,029（0）

漫画 74,503（0） 映画 13,301（493）

映像 27,238（0）

合計 305,662（3,236）

■川崎市市民ミュージアムの収蔵品（2025年４月１日時点）
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5.1. 川崎市市民ミュージアムの基本情報・沿革（2/2）

川崎市市民ミュージアムは市民の文化活動の拠点として機能してきたが、2019年の令和元年
東日本台風により被災以降、館の通常機能は停止し、収蔵品のレスキュー活動を実施しながら、
代替施設やオンラインを活用し、展示・講座・イベントを継続している。

◼ 川崎市市民ミュージアムの果たしてきた役割
• 被災前は、美術館・博物館の複合文化施設として、広く市民が文化芸術を享受する場としての機能や、市民の文化

活動の拠点としての役割、市民が文化芸術に触れ、創造する機会の創出などの役割を担い、多様な展示・上映・教育
プログラムを展開してきた。浸水被害発生後は、館内での展示・上映・施設貸出等の機能は全面的に停止し、被災し
た収蔵品のレスキュー活動（搬出、応急処置、外部倉庫での管理、修復など）を運営における最優先事項として実
施するとともに、市内他施設やオンラインを活用した活動や、普及・広報活動（ウェブサイト、SNSでの情報発信）など、
可能な範囲での活動も実施している。

役割１：川崎の歴史と文化を未来へつなぐ 役割２：文化芸術的な視点からの人材育成と学
びの機会の提供

役割３：文化芸術を活用したまちづくり

博物館
• 川崎の歴史、伝統文化に関する情報を

継続的に収集・現在の川崎を中心とした
情報を記録・分析し将来に継承する

• 収集・調査研究した川崎の歴史、伝統、文化に
関する情報を市民にわかりやすく伝え、市民が地
域への関心や愛着を持ってもらう

• 市民一人ひとりがよりよい川崎（地域）づくり
や川崎（地域）の将来を考える機会を提供

美術館
• 20 世紀後半も含めた同時代の美術につ

いて、調査研究、収集、展示等の活動を
進め、現代美術の可能性を広げる

• 川崎ゆかりの 芸術作品・作家を紹介する美術館
としての活動を行い、その成果を市民と共有する

• すべての人々に芸術の楽しさや新たな可能性
を広く伝え、市民ミュージアムと都市川崎の魅
力の向上させる

課題
①

• 市民ミュージアムの特徴とも言える、グラフィック、写真、漫画、映画、映像といった開館当時に他館で取り扱われていなかった分野・作品は、専門
ミュージアムの台頭などによりその特色が薄れてきてしまい、近隣都市に多種多様なミュージアムが立地する中、そのあり方を再考する必要があった。

課題
②

• 施設の老朽化による部品落下、設備の経年劣化に加え、ルート不明の雨漏りや壁面タイルの剥がれなどが頻繁に発生し、利用者の安全や展示
作品等の保全の確保が課題となっていた。

課題
③

• 洪水浸水想定区域（多摩川水系）が平成 30（2018）年に改定され、想定浸水深が引き上げられるなど、地階に設置されている収蔵庫と保
管されている収蔵品の取扱いについて検討する必要があった。

出典：新たなミュージアムに関する基本構想（川崎市）

●博物館・美術館として担ってきた役割

◼ 川崎市市民ミュージアムの抱えていた課題
• 川崎市市民ミュージアムは開館から30年以上が経過しており、以下の課題を抱えていた。
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5.2. 川崎市市民ミュージアムの利用者数の推移

川崎市市民ミュージアムは、被災後の2020年度以降は市内の他施設を利用した展示やオンラ
イン展覧会、アウトリーチ活動を行うことで、利用者数の回復に努めている。

出典：川崎市市民ミュージアム指定管理者の評価（川崎市）、川崎市市民ミュージアム年報（川崎市市民ミュージアム）
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5,298 15,898 15,475 14,788

177,284

館外展示・出張プログラム等

常設展示

企画展示

映像ホール・ミニホール

館内イベント・講座等

ミュージアムライブラリー

研修室等利用者

ミュージアムギャラリー

◼ 川崎市市民ミュージアムの利用者数の推移
• 2019年度の東日本台風による被災前は、指定管理者制度の活用により、

2018年度には30万人超を突破するなど、年間利用者が毎年増加傾向に
あった。

• 被災以降は、修復対応を進めながらも、市内の他の施設を活用した企画展の
実施、ホームページ上でのオンライン展覧会、出張授業や体験グッズ貸出といっ
たアウトリーチによる教育普及活動、野外での上映会など可能な範囲での活
動が模索された。これらの「館外展示・出張プログラム等」活動により、2020年
度の5,298人から30,000人程度の水準まで利用者は増加した。

●利用者数推移（2017-2024年度）

●被災後の展示プログラム例

2024

31,503
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5.3. 川崎市市民ミュージアムの利用者の属性（1/3）
（被災前の常設展示）

被災前の2018年度に実施した「博物館常設展示室」のアンケート結果では、来場者の属性は、
約７割が川崎市在住、年代も10歳未満~10代が約７割であった。

◼ 「博物館常設展示室」アンケート結果（2018年度）
• 総来場者数は127,837人、アンケート回答者数は206人であった。
• 居住地：川崎市内からの来場者が72%と最も多く、次いで神奈川県内(川崎市以外)が12%、東京都内が8%で

あった。
• 年齢層：10代までの来場者が全体の72%を占めていた。

72%

12%

8%
3%

3%

39%

33%

8%

9%

8%
2%

10歳未満

10代

20-30代

40-50代

60代以上

無回答

川崎市内

神奈川県内

東京都内

上記以外

無回答

来場者の居住地（N=206） 来場者の年齢層（N=206）
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• 居住地：川崎市内からの来場者が38%と最も多い。
• 年齢層：40代以上が56%と過半数を占めるものの、

展示ごとに来場者の年齢層の傾向は異なり、若年層
が半数以上を占めるものもあった。

企画展示の名称 来場者数 回答数

中井精也鉄道写真展 笑顔あふれる「ゆる鉄」ワールド 12,548 455

あそんでミュージアム！こどもステーション 23,679 199

川崎ヒストリー展 川崎の鉄道 - 96

かこさとしのひみつ展－だるまちゃんとさがしにいこう－ 34,195 2,635

CDデビュー5周年記念! SHISHAMO展
～ 5Years Thank You ～ [2013-2018]

8,176 420

昔のくらしと家庭の道具 17,975 315

時習学校と文山先生 －川崎初の私立中学校－
川崎セツルメント展 −地域に根差した社会事業−
ロシア革命とグラフィック表現−ソビエト絵本とその時代

- 131

連載 50 周年記念特別展「さいとう・たかを ゴルゴ 13」 用
件を聞こうか ･･････

10,287 690

ビッグコミック 50周年展 3,439 86

2018 川崎フロンターレ展 11,090 219

発掘された日本列島2018展 2,690 145

開館 30 周年「都市と人間」コレクション展−都市 × モニュメ
ント × カタストロフィ−

- 77

第52回 かわさき市美術展 1,397 27

第 6 回 版画アトリエ指導員大杉祥子・二井矢春菜・2 人
展 庭には niwa ふたり

401 17

竹宮恵子 カレイドスコープ 50th Anniversary 4,546 650

5.3.川崎市市民ミュージアムの利用者の属性（2/3）
（被災前の企画展示）
被災前の2018年度に実施した企画展示のアンケート結果では、来場者の属性は、川崎市外
からの来場が6割超と常設展示に比べて広域を取り込んでいた。年齢層は、企画展全体でみる
と40代以上が過半数を占めているが、展示内容によっては客層が異なる。

38%

22%

22%

17%
1%

40%

15%

10%

18%

16%
2%

10歳未満

10代

20-30代

40-50代

60代以上

無回答

川崎市内

神奈川県内

東京都内

上記以外

無回答

来場者の居住地（N=6,162）

来場者の年齢層（N=6,162）

◼ 企画展示アンケート結果（2018年度）
※2018年度企画展示のうち、来場者アンケートで把握できた居住地別・年齢層別の構成比（右図）
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5.3.川崎市市民ミュージアムの利用者の属性（3/3）
（被災後の企画展示等）
被災後は川崎市内の様々な施設にて展覧会・上映会などの企画を数多く開催し、集客を図っ
ている。2024年度に実施したアンケート結果では、来場者の約６割は川崎市在住である。また、
来場者の年齢層傾向は企画展の内容によって変わるが、おおむね中高年層が半分以上を占め
る構成となっている。

60%

14%
8%
1%

17%

川崎市内

神奈川県内

東京都内

上記以外

無回答

33%

2%
4%

1%

15%

46%
10歳未満

10代

20-30代

40-50代

60代以上

無回答

◼ 主な活動のアンケート結果（2024年度）
※2024年度に実施された企画展示等のうち、来場者アンケートで把握できた居住地別・年齢層別の構成比（右図）
※企画展示の例（左表）

企画展示の名称 事業 開催場所 来場者数 回答数

川崎市市制100周年記念展
曽谷朝絵 Colorings

展覧会
アートガーデン

かわさき
1,297 414

岡本喜八生誕100年！
映画とライブでジャズ大名

上映会 麻生市民館 518 201

市制100周年記念展
爆誕!!かわさき100年物語

展覧会

東海道かわさき
宿交流館
大山街道
ふるさと館

前期：
4,051
後期：
4,630

1,024

River / Blue 山口幸士 展覧会 川風のガーデン 1,196 153

第58回かわさき市美術展 展覧会
ミューザ川崎
シンフォニー

ホール
1,783

入選：
526

入賞：
352

• 居住地：川崎市内からの来場者が60%と最も多い。
• 年齢層：企画展示等ごとに来場者の年齢層の傾

向は異なるが、ほとんどの企画展示等で40代以上が
70%を占める結果となっている。

来場者の居住地（N=2,888）

来場者の年齢層（N=2,888）
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5.4. 川崎市市民ミュージアムの経営状況

川崎市市民ミュージアムの経営状況は以下のとおり。

出典：川崎市市民ミュージアム指定管理料者の総括評価
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4,233

48,424

288

指定管理料

その他収入

支出

◼ 川崎市市民ミュージアムの収支推移
⚫ 収入
• 被災する2019年度以前は、指定管理者の専門知識とノウハウを活かし、美術館・博物館の事業展開が好調。来館

者数が増加し、2018年度には30万人を超えていた。
• 被災後には、レスキュー作業に必要な設備の早期復旧と手順・方法の確立、オンラインショップとSNSによる広報活動

を展開し、収益確保に努めている。
⚫ 支出
• 2017年度の指定管理料は42,478万円で、2018年度はほぼ同額でありながら、来館者数が2万人増加し、事業

活動収入を増加させるなど、費用対効果の高い管理運営が実現されていた。
• 2019年度には、被災した収蔵品のレスキューのための費用として指定管理料の増額を行った。

2017 2018 2019 2020

●収支推移（2017-2020年度）



42

5.5.川崎市市民ミュージアムの管理運営体制

2017年4月から2022年3月まで指定管理者制度を採用し、指定管理者による管理運営（学
芸業務を含む）を実施。その後、本市による直営業務と、学芸業務委託（元指定管理者であ
るアクティオ株式会社）により管理運営を行っている。

出典：令和６年度川崎市市民ミュージアム年報（川崎市市民ミュージアム）

◼ 川崎市市民ミュージアムの業務執行体制（2024年度）
• 現在、学芸業務や広報、総務といった管理運営業務は、アクティオ株式会社への委託により実施。

施設担当責任者

学芸室長

施設担当 責任者補佐

教育普及部門長 学芸主任（教育普及） リーダー（教育普及）

担当（データベース）

学芸部門 博物館チーフ 担当（歴史・民俗）

学芸部門 総合調整チーフ 担当（レスキュー）

広報部門長 主任（広報） 担当（広報）

主任（総務） 担当（総務）
【総務】

【教育普及部門】

【学芸部門】

【広報部門】

（2名）

（3名）

（2名）

（3名）受
託
事
業
者
執
行
体
制

本
市
執
行
体
制

館長 企画調整担当課長 企画調整担当 会計年度任用職員

収蔵品修復調整担当課長 収蔵品修復調整担当係長 収蔵品修復調整担当

収蔵品修復調整担当課長 収蔵品修復調整担当係長

企画調整担当係長

（2名）収蔵品修復調整担当

（市民文化振興室
担当部長兼務）

（教育委員会事務局
文化財課担当係長兼務）

（教育委員会事務局
文化財課担当課長兼務）

（教育委員会事務局
文化財課担当担当兼務）

リーダー（歴史・民俗）

デジタル化推進担当係長

（新たなミュージアム
準備担当係長兼務）

担当（教育普及） （2名）

学芸部門 美術館チーフ 担当（映画）
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分野 収蔵資料概要 レスキュー状況

歴史

• 川崎市の地域史構築に関わりのある古文書や記録、
古地図、絵図、記録写真等
➢ 瓦版（ペリー提督、蒸気車之図、北アメリカ人物之

図など）
➢ 絵図「明和二乙酉年川崎宿船場町絵図」
➢ 絵巻「宿河原の風景」
➢ 古文書「京浜電鉄書簡集」 等

• 市重要歴史記念物
➢ 青銅製鰐口
➢ 後北条氏虎の印判状
➢ 関東下知状
➢ 古筆手鑑「披香殿」 等

• 収蔵庫より搬出した紙資料関係については、劣化の進行を抑えるため、冷凍保
管を実施

• 市民ミュージアム館内（令和５年10月から麻生区内の仮設施設に移転）に
て、文化遺産防災ネットワーク推進会議及び県内博物館や大学等の御支援を
いただきながら、真空凍結乾燥機又は自然乾燥を経て、冊や状等の資料を一
枚づつ解体の上、洗浄、乾燥、燻蒸等の応急処置を実施中

• 紙資料については、絵図、地図、瓦版、浮世絵等を、物資料については、高札、
関札、看板等を中心に、専門家へ依頼して修復を実施中

• 古筆手鏡「披香殿」については、複数年契約にて専門家へ修復を依頼中

民俗

• 川崎市の地域史構築に関わりのある生活・習俗・風
俗・慣習全般に関する資料（生活道具、農業用具、
漁業用具、年中行事用具、電化製品等）
➢ 絵図「河童図」「豊後肥田水虎之図」
➢ 絵巻「地獄双紙」
➢ 絵馬「神馬」、「乳出し」 等

• 市重要歴史記念物
➢ 大師河原の漁撈具
➢ 獅子頭

• 収蔵庫より搬出した民俗資料については、応急処置を実施の上、外部倉庫で
保管中

• 紙資料関係については、歴史資料同様、市民ミュージアム館内（令和５年
10月から麻生区内の仮設施設に移転）にて応急処置を実施しているが、資
料内容又は資料の状態によっては、専門家へ修復を依頼している。

• 用具関係の物資料については、約13,000件を応急処置済であり、資料を特
定するため、 同定作業を継続して実施している。

• 大師河原の漁撈具のうち、衣類資料については専門家により修復済用具関係
の物資料については、専門家へ修復を依頼中

• カシマニンギョウ等の藁人形については、他の収蔵品に対して保存上の危険を生
じさせる場合があるため33点を処分した。

5.6. 被災収蔵品の修復状況（1/4）

川崎市市民ミュージアムは、2019年の令和元年東日本台風により地階に設置された９つの収
蔵庫が浸水し、建物や設備のみならず、約24万5千件の収蔵品が被災。被災後、国立文化財
機構などの協力を得て、収蔵品の搬出や応急処置を行い、2020年6月に全ての収蔵品の搬出
が完了。現在も外部支援団体や専門家の支援を受け、応急処置や修復活動を継続している。

出典：令和７年５月21日開催 第１回新たなミュージアムに関する管理運営計画懇談会 参考資料（川崎市）

■川崎市市民ミュージアムの被災収蔵品の修復状況

瓦版「ペリー提督」

明和二乙酉年川崎宿
船場町絵図

豊後肥田水虎之図
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分野 収蔵資料概要 レスキュー状況

考古

• 市内から出土・採集された土器、石器等の埋蔵文化財
【市重要歴史記念物】
➢ 下原遺跡縄文時代後・晩期出土品(縄文時代)
➢ 生田古墓群生田8601番地古墓出土火葬骨蔵器

(奈良時代) 他13件
【その他出土品】
➢ 石器、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、埴輪、
➢ 銅鋺・鉄刀などの金属製品 等

• 令和５年９月に洗浄・乾燥等の応急処置及び旧施設からの搬出を完了さ
せ、現在は市内複数施設に収蔵資料を仮保管している。

• 現在は、修復専門業者による指定文化財・金属製品の修復を進めるととも
に、今後の活用に備え台帳の詳細化を含めた資料の再整理を行っている。

美術
文芸

• 川崎市ゆかりの作家の作品（絵画、画稿等）
➢ 安田靫彦「草薙の剣」等や、結城天童「孟宗竹」等、

大矢紀「ニコライ堂」等の日本画
➢ 田中岑（油彩、パステル）等の洋画家による作品
➢ 斎藤寿一等の版画家による作品
➢ 渡辺豊重（絵画、版画、彫刻等）の作品
➢ 圓鍔勝三等の彫刻作品
➢ 濱田庄司等の陶芸作品
➢ 岡本かの子や佐藤惣之助等の文芸作品 など

• 川崎市ゆかりの作家・作品を中心に、順次、専門家へ修復を依頼している
• 安田靫彦の本画「草薙の剣」等や画稿を修復済
• 濱田庄司の陶芸作品を修復済
• 結城天童作品５点、大矢紀作品13点を修復済、順次、修復を実施中
• 田中岑作品24点、斎藤寿一作品65点、渡辺豊重作品26点を修復済、

順次、修復を実施中
• まどみちお「絵日記」750点を修復済、順次、修復を実施中
• 文芸作品の一部を修復済、順次、修復を実施中
• 画面剥落や固着等、被災状況が酷かった油彩画21点及び書籍等1,823

点を処分

グラ
フィック

• 西洋、日本の芸術的ポスター
➢ ロートレック「アンバサドゥールのアリスティード・ブリュアン」

等
➢ アール・ヌーヴォー（グスタフ・クリムト 「第1回ウィーン分

離派展」）等
➢ アール・デコ (A.M.カッサンドル 「アトランティック号/南

米航路」）等
➢ プロパガンダポスター（アルベール・ベスナール 「勝利と平

和のために第3次国防公債に応募しよう」）等
➢ 現代版画（アンディ・ウォーホル「キャンベル・スープ

缶」）等
➢ 日本の現代ポスター（永井一正「I’M HERE」）等

• ロートレック、アール・ヌーヴォーポスターについては、概ね修復済
• アール・デコポスター139点、プロバガンダポスター35点を修復済、順次、修復

を実施中
• 現代版画５点、日本の現代ポスター２点を修復済
• 現代版画約400点、日本の現代ポスター約1600点、オリンピックポスター及

び外国ポスター等約800点が応急処置済であり、外国ポスター等については、
一部冷凍保管中

• 画面剥落、固着等により被災状況が酷く、複製印刷物などで当館以外で同
一のものの存在が確認できる、又は同一のものが購入等により入手可能な、
日本の現代ポスター5,235点、オリンピックポスター116点、外国ポスター
1,197点、マガジンカバー17点を処分

5.6. 被災収蔵品の修復状況（2/4）

出典：令和７年５月21日開催 第１回新たなミュージアムに関する管理運営計画懇談会 参考資料（川崎市）

縄文土器
（下原遺跡出土）

渡辺豊重「虚形」

ロートレック作品
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5.6. 被災収蔵品の修復状況（3/4）

出典：令和７年５月21日開催 第１回新たなミュージアムに関する管理運営計画懇談会 参考資料（川崎市）

分野 収蔵資料概要 レスキュー状況

写真

• 国内外の芸術的な写真、写真集等
➢ 19世紀作品（鶏卵紙：E.D.バルデュス等）
➢ 20世紀作品（ゼラチン・シルバー・プリント：ルイ

ス・ハイン等）
➢ 現代日本の100人の写真家コレクション
➢ 木村伊兵衛写真賞受賞作品
➢ 雑誌「アサヒグラフ」、「LIFE」など

• 貴重な19世紀作品について、順次、専門家による修復を実施。木村伊兵
衛写真賞受賞作品及び現代日本の100人の写真家コレクションの一部に
ついては、修復済。作家等との調整を踏まえ、順次、修復を依頼している。

• 写真帖等については、応急処置に向けて、冷凍保管中。
• 「アサヒグラフ」、「LIFE」等の写真雑誌については、被災状況が酷く、複製

印刷物などで市民ミュージアム以外で同一のものの存在が確認できる、又は
同一のものが購入等により入手可能な事から処分とした。

漫画

• 日本漫画史を形成できる作品や漫画原画、刊行物
等の資料や日本との相互影響関係にある外国漫画
雑誌資料等
➢ 岡本一平、宍戸左行「スピード太郎」、清水崑「こ

んこんキツネ」、楠勝平「おせん」、横山裕一「ニュー
土木」等の漫画原画

➢ 江戸・明治期の歴史的な刊行物（ジャパンパンチ
等）

➢ 海外雑誌（「シャリパリ」、「ジンプリチシムス」、「パン
チ」等）

➢ 近現代の漫画雑誌（「週刊少年ジャンプ」等）
➢ その他作家関係資料等

• 被災直後に冷凍した、岡本一平、宍戸左行、清水崑、楠勝兵等の漫画
原画については、順次専門家へ修復を依頼し、現時点で1,966点が修復
済となっている。

• ジャパンパンチ等、江戸・明治期の歴史的な刊行物の刊行物ついては、現
時点で20点が修復済であり、順次、修復を実施している。

• 「週刊少年ジャンプ」等の漫画雑誌、漫画の単行本のうち、被災状況が酷く、
複製印刷物などで当館以外で同一のものの存在が確認できる、又は同一
のものが購入等により入手可能なものについて、約52,000点を処分とした。

映画・
映像

• 映画・映像作品、ニュース映画、ビデオアート作品等
や作品に関する直筆デザインスケッチ、脚本原稿等
➢ 川崎市政ニュース映画
➢ 原版（「セレベス」、「河 あの裏切りが重く」等）
➢ ・川崎市ゆかりの作品（「川崎の水」、実相寺昭

雄作品等）
➢ アルゴ・ピクチャーズ作品
➢ 独立プロ作品
➢ 1980年以後のドラマ脚本等

• 原版を中心に、順次、専門家による修復を実施
• 「セレベス 海軍報道班員の報告」、「河 あの裏切りが重く」、「神奈川

ニュース」、「二十世紀梨を作る」、「滾々として尽きず 高橋圭三版」、「喪の
仕事」等を修復済

• その他映画フィルムは館内にて状態チェックのうえ修復等を実施
• 久保一雄のスケッチについて、約1,500点を修復済
• 井手雅人、神代辰巳等の関連紙資料については応急処置済
• 学校教育用教材映像等のフィルム等については、被災状況が酷く、当館以

外で同一のものの存在が確認できる、又は同一のものが購入等により入手
可能なことから、映画分野で957点、映像分野で1,129点を処分とした。

ルイス・ハイン
｢タンパ シガーボックス工場｣

宍戸左行
「スピード太郎」

久保一雄 スケッチ
｢人情紙風船｣セットデザイン画
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5.6. 被災収蔵品の修復状況（4/4）

分野 収蔵品総数

収蔵品内訳

被災収蔵品総数
※1

レスキュー状況

作品･アーカイブズ
資料･図書

寄託品
修復済

※2
修復中

※3
処分

歴史 42,377 39,696 2,681 29,423 380 117 0

民俗 13,981 13,951 30 13,738 198 29 33

考古 72,072 72,053 19 71,678 70,247 0 0

美術文芸 18,124 18,111 13 9,004 2,821 220 1,844

グラフィック 11,037 11,037 0 11,012 540 137 6,566

写真 33,029 33,029 0 21,309 1,451 28 11,015

漫画 74,503 74,503 0 73,679 3,903 1 52,003

映画 13,301 12,808 493 13,301 2,862 1 957

映像 27,238 27,238 0 1,520 0 0 1,129

合計 305,662 302,426 3,236 244,664 82,402 533 73,547

※１ レスキュー作業の状況等により、収蔵品数が増減する場合がある。

※２ 修復不要を含む。

※３ 修復前準備中を含む。

■川崎市市民ミュージアムの被災収蔵品の修復状況（令和７年４月１日時点）
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6．新たなミュージアムの整備について
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6.1. 新たなミュージアムのめざす姿

現川崎市市民ミュージアムにかわる新たなミュージアムについて、有識者や市民からの意向聴取、
上位計画との整合性の整理を通じ、「めざす姿」として以下の５つを定めている。

出典：新たなミュージアムに関する基本計画（川崎市）

• 新たなミュージアムは、川崎の成り立ちやこれまでの歩みを紐解くとともに、市
民が生きる現在を記録し、より豊かな未来につなげていくミュージアムを目指す

過去を紐解き、現在を記録し、
未来へつなげるミュージアム

• 新たなミュージアムは、様々なモノを媒介にした体験や対話を通じ、世代や文
化を超えて、市民をはじめとした多様なヒトや多彩なコトをつなぎ、様々な交
流を創出するミュージアムを目指す

モノ、ヒト、コトをつなぎ、
交流を創出するミュージアム

• 新たなミュージアムは、市民の多様なレベルの創作・鑑賞等のニーズに応え、
誰もが文化芸術活動に携わり、親しみ、楽しめる環境づくりを行い、市民が安
心して憩うことができ、身近に感じられる開かれたミュージアムを目指す

日常と文化芸術をつなぎ、
市民が身近に感じられる開かれた

ミュージアム

• 新たなミュージアムは、多様な主体が持つ知見を活用し、相互対話により未
来を共創する活動につなげ、地域的、社会的課題に向き合い、市民とともに
成長するミュージアムを目指す

既知と未知をつなぎ、共創を通じて
ともに成長するミュージアム

• 新たなミュージアムは、地域に開かれた活動などを通じて、文化芸術が有する
多様な価値や魅力が幅広い分野で活かされる可能性を広げることにより、地
域社会の担い手となる人材を育み、好循環を生み出すミュージアムを目指す

地域社会の担い手となる人材を
育成するミュージアム
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様々な形でミュージアムとつながり、収蔵品やコンテンツをともに発信・
活用する人材を幅広く育てる。

世代や文化を超えた幅広い人々が交流し連携できるアクセシビリティ
を確保し、ミュージアムを通じた多様なつながりを創出する。

6.2. 新たなミュージアムの事業活動および備える「機能」

川崎の歴史を語る上で欠かせないモノや、本市ゆかりの作家等の現代
美術作品など、市民に広く伝えるべきモノを選定・収集。

①収集機能

収集したモノを次世代につなげられるよう適切な保管を行うとともに、デ
ジタル化等を含めた新たな記録手法についても検討し対応をする。

②保管機能

収集したモノにまつわる内容や背景を調査研究する。
③調査研究
機能

新たなミュージアムに備える「機能」として、以下の９つの機能を設定している。

事例

出展：新たなミュージアムに関する基本計画（川崎市）

・広場・交流ゾーン事業
（金沢21世紀美術館）

被災収蔵品に関する修復活動等を実施するとともに、経過などを記
録し情報発信。④修復機能

調査研究したモノを、市民の誰もが身近なものとして親しめるよう、歴
史や文化、アートの魅力や研究成果を公開・発信する。⑤展示機能

川崎にまつわる歴史や文化、アートを活用し、市民が主体となって文
化芸術活動に携わり、親しめる、身近な学びの機会と場を提供する。

⑥ラーニング
機能

多様な主体と連携・協力しながら、ミュージアムの活動を通じて地域
の活力の向上や課題解決を図り、川崎の未来を創出していく。

⑦地域共創
機能

⑧人材育成
機能

⑨交流機能

・「収集 → 保存あつめて
のこす」展

（高知県立美術館）

・Single Thread 
Bondingによる破れた
キャンバスの補修
（国立アート
リサーチセンター）

・次世代と地域文化をつなぐミュージアムプロジェクト
（京都府立京都学・歴彩館）

・ラーニング・プログラム
（京都市京セラ美術館）
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6.3. 「めざす姿」と備える「機能」との対応

新たなミュージアムが「めざす姿」と備える「機能」は以下のように対応しており、これらを満たした施
設整備及び事業活動を図ることを目指している。

出展：新たなミュージアムに関する基本計画（川崎市）

新たなミュージアム
に備えるべき機能

新たな
ミュージアムの「めざす姿」

収
集

保
管

調
査
研
究

修
復

展
示

ラ
ー
ニ
ン
グ

地
域
共
創

人
材
育
成

交
流

①過去を紐解き、現在を記録し、未来へ
つなげるミュージアム

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②モノ、ヒト、コトをつなぎ、交流を創出する
ミュージアム

○ ○ ○ ○ ○

③日常と文化芸術をつなぎ、市民が身近に
感じられる開かれたミュージアム

○ ○ ○

④既知と未知をつなぎ、共創を通じて
ともに成長するミュージアム

○ ○ ○ ○ ○

⑤地域社会の担い手となる人材を育成
するミュージアム

○ ○ ○
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6.4.新たなミュージアムの事業活動の基本方針

新たなミュージアムの機能や市民意見等に基づき、以下のとおり事業活動にかかる基本方針を設
定している。

出典：新たなミュージアムに関する基本計画（川崎市）

基本方針 基本的な考え方

過去だけでなく、現代の社会や生活を捉え、
変わりゆく川崎の姿を未来に
つなげていく活動を行う

• これまで蓄積してきた過去だけでなく、我々が生きる現代についても的確に捉え、未来
に継承する取組を行う。

• 歴史や文化を伝えていくにあたり、市民が親しみを持ちやすいよう、暮らしや生活との結
びつきを意識した取組を行う。

市民をはじめとした多様な主体との
共創により、文化芸術の裾野を広げ、

様々な交流や学びの場を
広げる活動を行う

• 市民や企業、関係団体のほか、福祉や医療、観光など他分野との共創を通じ、体験・
体感型の気軽に参加できるプログラムなどにより、誰もが文化芸術に携わり、親しみ、楽
しめる環境づくりに資する取組を行う。

• 学校教育関係・社会教育関係者等のニーズや現状・課題を把握し、市民が主体的に
学ぶことができる機会の創出や、学ぶことの楽しさを発見できる取組を行う。

• 様々な不安や困難を抱える方が安心してミュージアムの活動に参加できるよう、環境の
整備や合理的配慮の提供に向けた取組を行う。

関連施設や他事業との連携・協力により、
市域の魅力や文化的価値の
向上に資する活動を行う

• 市内の他の文化施設等と連携・協力し、生田緑地をはじめとした市域の魅力や文化
的価値の向上につながる取組を行う。

• 博物館法の改正趣旨等を踏まえ、文化観光等の活動による地域の活力向上に資す
る取組を行う。



52

6.5. 新たなミュージアムの事業活動の方向性（1/2）

• 「川崎らしさ」を大切にするとともに、市民
にとって身近なミュージアムであるべく、市
民生活に密接にかかわる資料・作品や、
現代の時代性や社会状況を的確に表現
した資料・作品を収集・保管の軸とする。

• 収蔵品等を適切に保管し、これまでの調
査研究成果を継承しつつ、「川崎らしさ」
に迫る研究を行っていく。

• 被災収蔵品の修復活動に継続して取り
組んでいくとともに、被災の事実を風化さ
せることなく、その成果の発信や蓄積した
知見・ノウハウの共有・還元を行っていく。

（１）基盤事業
（収集、保管、調査研究、修復）

➢ 今後策定する新たな収集方針に基づき、
資料・作品を収集し、デジタル・アーカイブ
化を含めた適切な保管を行う。

➢ 被災収蔵品の修復作業とともに、修復作
業に関する情報発信や、修復のノウハウ
の活用等も行っていく。

➢ 調査研究活動を通して、収蔵品等の価
値をひもとき、展示事業やコミュニケーショ
ン事業につながる知見の蓄積を進めていく。

• 川崎の過去から現在の変遷を伝え、市民
とともに未来を考えることができ、市民が楽
しみ、親しむことができ、様々な交流や学
びが生まれる展示活動を行っていく。

• 拠点施設では、常設展示、企画展示、
収蔵庫展示を展開することとし、川崎の
特徴や市民生活に関する資料・作品の
魅力や研究成果を公開・発信していくとと
もに、幅広いニーズに応えられる多様な展
示に取り組んでいく。また、まちなかミュージ
アムでは、デジタル技術を活用した展示や
レプリカ資料・作品を使った展示なども展
開していく。

（２）展示事業

➢ 常設展示について、川崎の歴史や文化、特

徴をよりわかりやすく伝える内容の検討や展

示室の管理や更新を行う。

➢ 企画展示や収蔵庫展示を通じ、様々な視

点から歴史や文化、アートの魅力を紹介する。

➢ まちなかミュージアムで出張展示を行い、市内

各所でミュージアムのコンテンツを紹介する。

➢ 学芸員の調査研究活動の成果を、展示の

開催と合わせて講座等で伝えていく。（市民

館等での連続講座を含む）

• 主体的な学びの場の創出や、ミュージア
ムを介した様々なコミュニケーションが生ま
れる活動を行っていく。

• 人々にとって文化芸術が身近で親しみや
すいものとなり、ウェル・ビーイング（well-
being）（「肉体的にも、精神的にも、
そして社会的にも、すべてが満たされた状
態にあること」）の実現につながる活動を
行っていく。

• これまでアプローチが十分ではなかった層
（生きづらさを抱えた人々など）に対する
活動を徐々に広げていく。

（３）コミュニケーション事業

➢ 市民が主体的に学べる場の創出や、様々な

学び方の提案につながる活動を行う。

➢ 年齢や障がいの有無等を問わず、多くの人々

が学び、考え、表現する機会や交流する機

会を創出する。

➢ 地域の文化観光につながる活動を行う。

➢ 多様な主体と連携しながら地域の課題解決

につながる活動を行う。

新たなミュージアムの事業活動として、以下の方向性を検討している。
なお、別添資料３により具体的な事業活動内容を記載。

出展：新たなミュージアムに関する基本計画（川崎市）
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6.5. 新たなミュージアムの事業活動の方向性（2/2）

◼ 「ミュージアム（拠点施設）」と「まちなかミュージアム」活動の循環
• まちなかミュージアムとは、ミュージアムの活動を市内のさまざまな場所（駅前、商業施設、学校、公共施設など）に広

げ、市民や地域団体と連携しながら、出張展示やワークショップ、体験学習を展開することで、日常生活の中で誰もが
気軽に文化芸術や歴史に触れる機会を提供する取り組みである。

• 新たなミュージアムは、「まちなかミュージアム」を通じて、もたらす効果を地域や生活に波及させていくだけでなく、市域に
広がる様々な文化資源や特色にも着目し、多様なヒト、コト、モノをつなぎ、新たな魅力や価値の創出につながる活動
の展開を図っていく。

新たなミュージアムは、１か所に集約する必要がある機能やまとまった空間が求められる機能で構
成した「ミュージアム（拠点施設）」と、市民の誰もが文化芸術に携わり、親しめる接点として「ま
ちなかミュージアム」で事業を展開していくことを想定している。

• さらに、「まちなかミュージア
ム」の活動の成果を「ミュー
ジアム（拠点施設）」の
活動に還元し、相乗効果
を 発 揮 す るこ と に よ り 、
ミュージアム全体の活動が
変化・成長し、人々にとっ
て新たな魅力や価値が見
つかる場としての好循環の
創出を目指す。

出展：新たなミュージアムに関する基本計画（川崎市）
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6.6.新たなミュージアムの施設整備にかかる基本方針

施設設備に要求される要素を基にして、安全性、柔軟性、自然との調和、親しみやすさ、魅力
などの観点から、新たなミュージアムの施設整備の基本方針を設定している。

出典：新たなミュージアムに関する基本計画（川崎市）

基本方針 基本的な考え方

文化・芸術と人を守る
「安全・安心な施設」

• ミュージアムとしての基本的な機能を有し、貴重な収蔵品等を後世に継承することのできる施設とする。
• 自然災害や火災などから利用者の生命を守り、収蔵品や展示品等に被害が及ばない耐震性や耐火性など

を備えた施設とする。

必要性と多様性を備える
「柔軟性のある施設」

• 必要な諸室と適正な規模を確保するとともに、市民が気軽に快適に過ごせる空間をめざし、諸室を計画する。
• 多目的スペース等の幅広い用途に対応できる活動スペースや、フレキシブルな運用が可能な施設を整備する。

自然環境や周辺景観との
「調和を意識した施設」

• 生田緑地の自然に囲まれた憩いの時間を過ごせる環境づくりを目指し、自然環境や周辺景観に配慮し調和
を意識した施設とする。

• 「2050年カーボンニュートラルの実現」に寄与し、環境にやさしい施設でありつつ、ライフサイクルコスト等に配
慮し、持続可能な施設とする。

誰もが気軽に過ごせる
「身近な施設」

• あらゆる人々が気軽に過ごすことができる開かれた施設にするとともに、バリアフリーやユニバーサルデザイン等を
取り入れた施設とする。

• アクセス性や生田緑地内の回遊性向上を図るとともに、周辺施設との相乗効果を発揮できるよう施設間の
連携に配慮した配置や動線とする。

わくわく感を抱き、思い出を
残す「魅力ある施設」

• 様々な利用者が楽しめ、思い出に残るコンテンツ等の充実を図り、周辺施設と連携し、生田緑地の文化観
光資源としての魅力向上を図る。

• 他の博物館等の所有する国指定重要文化財などを借用して公開ができる施設とするため、公開承認施設
の基準の適合を目指す。
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